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(57)【要約】
【課題】ユーザに特別な知識が無くても、簡単な操作で
手軽に高品位な送信を行うことが可能な送信装置を提供
する。
【解決手段】イヤホンをアンテナとして用いる場合には
、送信部２０が生成した無線周波信号がイヤホンのスピ
ーカおよびコンデンサC1、C2を通じて減衰し、一方、小
型アンテナAをアンテナとして用いる場合には、音声信
号の出力端子が開放されることで、減衰しないようにし
たものである。
【選択図】　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　再生信号を出力するための信号ラインに接続される第１接点と、インダクタを介してグ
ランドに接続される第２接点と、前記第２接点に接続される信号ラインがアンテナとして
機能する外部装置が物理的に着脱自在な機構とを備える着脱手段と、
　前記第２接点に無線周波信号を供給する送信手段と、
　前記信号ラインと前記グランドの間に設けられたハイパスフィルタとを具備することを
特徴とする送信装置。
【請求項２】
　再生信号を出力するための信号ラインに接続される第１接点と、インダクタを介してグ
ランドに接続される第２接点と、前記第２接点に接続される信号ラインがアンテナとして
機能する外部装置が物理的に着脱自在な機構とを備える着脱手段と、
　前記第２接点に無線周波信号を供給する送信手段と、
　前記着脱手段に着けられた外部装置の種別を判定する判定手段と、
　この判定手段の判定結果に応じて、前記送信手段が供給する無線周波信号の電力レベル
を制御する制御手段とを具備することを特徴とする送信装置。
【請求項３】
　さらに、前記着脱手段に前記外部装置が着けられたことを検出する検出手段を備え、
　前記送信手段は、前記着脱手段に前記外部装置が着けられたことを前記検出手段が検出
した場合に、前記第２接点に無線周波信号を供給することを特徴とする請求項１または請
求項２に記載の送信装置。
【請求項４】
　さらに、ユーザからの要求を受け付ける入力手段を備え、
　前記送信手段は、前記入力手段が要求を受け付けた場合に、前記第２接点に無線周波信
号を供給することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の送信装置。
【請求項５】
　前記判定手段は、前記着脱手段に着けられた外部装置内の抵抗値に基づいて、その種別
を判定することを特徴とする請求項２に記載の送信装置。
【請求項６】
　前記判定手段は、
　　第１の抵抗器を介して前記信号ラインに所定の電圧を与えて、前記信号ラインをプル
アップするプルアップ手段と、
　　前記着脱手段に着けられた外部装置内の抵抗値に応じて変化する前記信号ラインの電
圧を測定して、前記外部装置の種別を判定する測定手段とを備えることを特徴とする請求
項２に記載の送信装置。
【請求項７】
　さらに、前記着脱手段に前記外部装置が着けられたことを検出する検出手段を備え、
　前記プルアップ手段は、前記着脱手段に前記外部装置が着けられたことを前記検出手段
が検出した場合に、第１の抵抗器を介して前記信号ラインに所定の電圧を与えて、前記信
号ラインをプルアップすることを特徴とする請求項６に記載の送信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えばFM(Frequency Modulation)波などを利用して、再生装置から出力さ
れる音声信号などを無線送信するのに用いられる送信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、従来の送信装置は、例えばHDD(Hard Disk Drive)やフラッシュメモリに
音楽データや映像データを蓄積した再生装置に接続したり、あるいは再生装置に備えられ
、音声信号をFM波で無線送信する。そして、FM波をカーラジオなどで受信して、拡声出力
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させる。
【０００３】
　また送信装置が再生装置に備えられる場合、イヤホン端子に接続されるイヤホンのコー
ドをアンテナとして利用することで、安定した送信を行えるようにしている。アンテナと
して利用されるイヤホンコードは、できるだけまっすぐに延ばした状態で用いられること
が望ましい。なお、日本国内においては、FM波の送信電力は、所定の限界強度内に制限さ
れており、これを遵守するために、最良の状態にイヤホンコードを設置した状態で送信出
力が設定される。
【０００４】
　しかしながら、実際には、ユーザがイヤホンコードはまっすぐに延ばして利用すること
は少なく、受信装置でFM波が十分な受信電力で受信できず、再生音に雑音が混ざってしま
うことがあった。特に、車載ラジオを利用する場合には、車内から送信したFM波を車外の
アンテナで受信する場合に、このような不具合が顕著となる。
【０００５】
　これに対して従来は、使用環境の影響を受けがたい送信方法などが考えられていた（例
えば、特許文献１）。しかしながら、この文献に記される手法では、アンテナケーブルの
這わせ方などの条件が多く、ユーザへの負担が大きいという問題があった。
【特許文献１】特開２００６－０３３６００公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来の送信装置では、使用環境に応じたユーザ設定に手間がかかり、手軽に高品位な送
信が行えないという問題があった。　
　この発明は上記の問題を解決すべくなされたもので、ユーザに特別な知識が無くても、
簡単な操作で手軽に高品位な送信を行うことが可能な送信装置を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するために、この発明は、再生信号を出力するための信号ラインに接
続される第１接点と、インダクタを介してグランドに接続される第２接点と、第２接点に
接続される信号ラインがアンテナとして機能する外部装置が物理的に着脱自在な機構とを
備える着脱手段と、第２接点に無線周波信号を供給する送信手段と、信号ラインとグラン
ドの間に設けられたハイパスフィルタとを具備して構成するようにした。
【発明の効果】
【０００８】
　以上述べたように、この発明では、第２接点を通じて無線周波信号を外部装置に出力し
、外部装置から第１接点を介して信号ラインに戻る無線周波信号をハイパスフィルタを介
してグランドするようにしている。
【０００９】
　したがって、この発明によれば、イヤホンのような外部装置の場合には、無線周波信号
が信号ラインに戻ってグランドされ減衰し、一方、アンテナのような外部装置の場合には
、無線周波信号が信号ラインに戻らず減衰しない。このため、ユーザに特別な知識が無く
ても、ユーザは接続する外部装置を選択するという簡単な操作で、無線周波信号の送信効
率を切り替えられ、手軽に高品位な送信を行うことが可能な送信装置を提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して、この発明の一実施形態について説明する。　
（第１の実施形態）　
　図１は、この発明の第１の実施形態に係わる送信装置の構成を示すものである。この送
信装置は、イヤホンジャックJと、再生部１０と、送信部２０と、制御部３１と、コンデ
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ンサC1、C2と、インダクタンスL1とを備えている。
【００１１】
　イヤホンジャックJは、図２に示すような２チャンネル３極のイヤホンのプラグPと電気
的および物理的に接続するものであって、プラグPのGNDと接続するための電極Tgと、右ス
ピーカSP1のプラス極に接続されるプラグPの電極と接続するための電極Trと、左スピーカ
SP2のプラス極に接続されるプラグPの電極と接続するための電極Tlと、プラグPが接続さ
れたことを検出するための電極Tpを備える。なお、図２に示すイヤホンのスピーカSP1、S
P2は、それぞれ１６～３２Ω程度のインピーダンスZｓを有し、GND線がFM波を送信するた
めのアンテナとして機能する。
【００１２】
　再生部１０は、制御部３１によって制御され、図示しない記憶部からMP3(MPEG Audio L
ayer-3)などの符号化方式により符号化された音楽データなどを読み出して復号して、こ
の復号結果に基づくアナログ音声信号を出力する。このアナログ音声信号は、左右のチャ
ンネルRch、Lchの２チャンネルの信号であり、チャンネルRchの信号は、電極Trに出力さ
れ、一方、チャンネルLchの信号は、電極Trに出力される。またチャンネルRchの信号ライ
ンとGNDの間には、コンデンサC1が設けられ、同様に、チャンネルLchの信号ラインとGND
の間には、コンデンサC2が設けられる。各コンデンサは、ハイパスフィルタとして機能す
るように、送信部２０で生成される無線周波信号の周波数に応じた容量となっている。
【００１３】
　送信部２０は、制御部３１によって制御され、チャンネルRch、Lchのアナログ音声信号
を用いてFM変調の無線周波信号を生成する。この無線周波信号は、イヤホンジャックJの
電極Tgに出力される。なお、無線周波信号のラインと、GNDの間には、インダクタンスL1
が設けられる。
【００１４】
　制御部３１は、当該送信装置の各部を統括して制御するものであって、図示しないユー
ザインタフェースを通じたユーザからの指示に応じて、再生部１０に対して音楽データを
復号するように指示したり、あるいは、再生部１０が出力するアナログ音声信号をFM波で
送信するように送信部２０を制御する。
【００１５】
　また制御部３１は、イヤホンジャックJとプラグPが接続されたことを、電極Tlと電極Tp
とが導通することにより検出する。すなわち、電極Tlと電極Tpは、イヤホンジャックJと
プラグPが接続された場合に、プラグPの先端部によって導通状態となる。そして、制御部
３１は、イヤホンジャックJとプラグPとが接続される場合にのみ、送信部２０が無線周波
信号を生成するように制御する。
【００１６】
　次に、上記構成の送信装置の動作について説明する。　
　まず、図２に示すようなイヤホンが接続される場合について説明する。ユーザがイヤホ
ンのプラグPをジャックJに接続し、図示しないユーザインタフェースを通じて音楽の再生
要求とFM波の送信要求を行うと、制御部３１は、再生部１０に音楽データの復号を開始す
るように指示し、そして電極Tlと電極Tpとが導通状態になっていることを検出し、これに
より送信部２０を起動する。これにより、再生部１０は、アナログ音声信号の出力を開始
し、送信部２０は、無線周波信号の生成を開始する。
【００１７】
　また、イヤホンのプラグPがジャックJに接続されることにより、スピーカSP1、SP2のマ
イナス極がプラグPおよびジャックJの電極Tgを通じて、送信装置のGNDに接続される。そ
して右スピーカSP1のプラス極には、電極TrおよびプラグPを通じて、チャンネルRchの信
号が入力され、これにより右スピーカSP1から右チャネルの音声が拡声出力される。同様
にして、左スピーカSP2のプラス極には、電極TlおよびプラグPを通じて、チャンネルLch
の信号が入力され、これにより左スピーカSP2から左チャネルの音声が拡声出力される。
【００１８】
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　そしてまた、送信部２０から出力された無線周波信号は、ジャックJの電極Tgおよびプ
ラグPを通じて、イヤホンのGNDラインに出力される。これにより、上記無線周波信号は、
イヤホンのGNDラインから空間に放射される。なお、GNDラインは、インピーダンスZｓを
それぞれ有するスピーカSP1、SP2およびコンデンサC1、C2を介して、送信装置のGNDに接
続されているため、上記無線周波信号は減衰する。
【００１９】
　次に、図３に示す小型アンテナAが接続される場合について説明する。小型アンテナAは
、プラグPと、アンテナとして機能するGNDラインを備える。GNDラインは、長さL１を有し
、イヤホンジャックJとの接続により、電極Tgと電気的に接続される。また、イヤホンジ
ャックJの電極Trと接続されるプラグPの電極は、何も接続されていない。同様に、イヤホ
ンジャックJの電極Tlと接続されるプラグPの電極は、何も接続されていない。
【００２０】
　ユーザが小型アンテナAのプラグPをジャックJに接続し、図示しないユーザインタフェ
ースを通じて音楽の再生要求とFM波の送信要求を行うと、制御部３１は、再生部１０に音
楽データの復号を開始するように指示し、そして電極Tlと電極Tpとが導通状態になってい
ることを検出し、これにより送信部２０を起動する。これにより、再生部１０は、アナロ
グ音声信号の出力を開始し、送信部２０は、無線周波信号の生成を開始する。
【００２１】
　また、小型アンテナAはスピーカを備えないことより、音声が拡声出力されない。しか
し、送信部２０から出力された無線周波信号が、ジャックJの電極TgおよびプラグPを通じ
て、小型アンテナAのGNDラインに出力される。これにより、上記無線周波信号は、小型ア
ンテナAのGNDラインから空間に放射される。なお、小型アンテナAのGNDラインは、図２に
示したイヤホンのように、送信装置のGNDに接続されていないため、無線周波信号が減衰
することなく、上記GNDラインから放射される。
【００２２】
　以上のように、上記構成の送信装置では、図２に示したイヤホンをアンテナとして用い
る場合には、送信部２０が生成した無線周波信号はイヤホンのスピーカおよびコンデンサ
C1、C2を通じて減衰し、一方、小型アンテナAをアンテナとして用いる場合には、音声信
号の出力端子が開放されることで、減衰しない。このため、小型アンテナAをアンテナと
して用いた場合に、法令に定められる送信電力となるように、送信部２０の出力を調整し
ておけばよい。
【００２３】
　したがって、上記構成の送信装置によれば、ユーザはFM波による送信を行いたい場合に
は、小型アンテナAを接続することで高品位な送信を行うことができ、一方、イヤホンを
接続した場合には、小型アンテナAを用いた場合よりも、大きな送信電力で送信されるこ
とはないので、法令を遵守することができる。すなわち、ユーザに特別な知識が無くても
、簡単な操作で手軽に高品位な送信を行うことができる。
【００２４】
　また、上記実施の形態では、イヤホンジャックJにプラグPが接続された場合に限って、
制御部３１が送信部２０を起動するようにしているので、無駄に無線周波信号が生成され
ることを防止できる。
【００２５】
（第２の実施形態）　
　図４は、この発明の第２の実施形態に係わる送信装置の構成を示すものである。この送
信装置は、イヤホンジャックJと、再生部１０と、送信部２０と、制御部３２と、抵抗器R
1、R2と、インダクタンスL1とを備えている。
【００２６】
　イヤホンジャックJは、図２に示すような２チャンネル３極のイヤホンのプラグPや、図
３に示した小型アンテナA、図５に示す小型アンテナBあるいは図６に示す小型アンテナC
と電気的および物理的に接続するものであって、プラグPのGNDと接続するための電極Tgと
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、右スピーカSP1のプラス極に接続されるプラグPの電極と接続するための電極Trと、左ス
ピーカSP2のプラス極に接続されるプラグPの電極と接続するための電極Tlと、プラグPが
接続されたことを検出するための電極Tpを備える。
【００２７】
　図５に示す小型アンテナBは、プラグPと、アンテナとして機能するGNDラインを備える
。GNDラインは、長さL２（＞L１）を有し、イヤホンジャックJとの接続により、電極Tgと
電気的に接続される。また、イヤホンジャックJの電極Trと接続されるプラグPの電極は、
インピーダンスRrの抵抗器を介して上記GNDラインに接続される。一方、イヤホンジャッ
クJの電極Tlと接続されるプラグPの電極は、何も接続されていない。なお、インピーダン
スRrは、インピーダンスZｓと同程度である。
【００２８】
　図６に示す小型アンテナCは、プラグPと、アンテナとして機能するGNDラインを備える
。GNDラインは、長さL３（＞L２＞L１）を有し、イヤホンジャックJとの接続により、電
極Tgと電気的に接続される。また、イヤホンジャックJの電極Trと接続されるプラグPの電
極は、何も接続されていない。一方、イヤホンジャックJの電極Tlと接続されるプラグPの
電極は、インピーダンスRlの抵抗器を介して上記GNDラインに接続される。なお、インピ
ーダンスRlは、インピーダンスZｓと同程度である。
【００２９】
　再生部１０は、制御部３２によって制御され、図示しない記憶部からMP3(MPEG Audio L
ayer-3)などの符号化方式により符号化された音楽データなどを読み出して復号して、こ
の復号結果に基づくアナログ音声信号を出力する。このアナログ音声信号は、左右のチャ
ンネルRch、Lchの２チャンネルの信号であり、チャンネルRchの信号は、電極Trに出力さ
れ、一方、チャンネルLchの信号は、電極Tlに出力される。
【００３０】
　またチャンネルRchの信号ラインと動作電圧Vccの間には、抵抗器R1が設けられ、同様に
、チャンネルLchの信号ラインと動作電圧Vccの間には、抵抗器R2が設けられ、各信号ライ
ンはプルアップされている。各抵抗器は、インピーダンスZsに比べて非常に大きな抵抗値
（以下、R1、R2と称する）を有する。
【００３１】
　送信部２０は、制御部３２によって制御され、チャンネルRch、Lchのアナログ音声信号
を用いてFM変調の無線周波信号を生成する。また送信部２０は、制御部３２から指示され
る電力の上記無線周波信号を生成する。この無線周波信号は、イヤホンジャックJの電極T
gに出力される。なお、無線周波信号のラインと、GNDの間には、インダクタンスL1が設け
られる。
【００３２】
　制御部３２は、当該送信装置の各部を統括して制御するものであって、図示しないユー
ザインタフェースを通じたユーザからの指示に応じて、再生部１０に対して音楽データを
復号するように指示したり、あるいは、再生部１０が出力するアナログ音声信号をFM波で
送信するように送信部２０を制御する。
【００３３】
　また制御部３２は、イヤホンジャックJとプラグPが接続されたことを、電極Tlと電極Tp
とが導通することにより検出する。すなわち、電極Tlと電極Tpは、イヤホンジャックJと
プラグPが接続された場合に、プラグPの先端部によって導通状態となる。そして、制御部
３２は、イヤホンジャックJとプラグPとが接続される場合にのみ、抵抗器R1およびR2にVc
cを与えるとともに、送信部２０が無線周波信号を生成するように制御する。
【００３４】
　そして制御部３２は、図７に示すような判定テーブルを記憶し、この判定テーブルと、
チャンネルRchの信号ラインの電圧GPIO_Rと、チャンネルLchの信号ラインの電圧GPIO_Lと
に基づいて、イヤホンジャックJに接続されたアンテナの種別を判定し、送信部２０が生
成する無線周波信号のレベルを制御する。
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【００３５】
　次に、上記構成の送信装置の動作について説明する。　
　まず、図２に示すようなイヤホンが接続される場合について説明する。ユーザがイヤホ
ンのプラグPをジャックJに接続し、図示しないユーザインタフェースを通じて音楽の再生
要求とFM波の送信要求を行うと、制御部３２は、再生部１０に音楽データの復号を開始す
るように指示し、そして電極Tlと電極Tpとが導通状態になっていることを検出し、これに
より送信部２０を起動するとともに、抵抗器R1およびR2にVccを与える。これにより、再
生部１０は、アナログ音声信号の出力を開始し、送信部２０は、無線周波信号の生成を開
始する。
【００３６】
　また、イヤホンのプラグPがジャックJに接続されることにより、スピーカSP1、SP2のマ
イナス極がプラグPおよびジャックJの電極Tgを通じて、送信装置のGNDに接続される。そ
して右スピーカSP1のプラス極には、電極TrおよびプラグPを通じて、チャンネルRchの信
号が入力され、これにより右スピーカSP1から右チャネルの音声が拡声出力される。同様
にして、左スピーカSP2のプラス極には、電極TlおよびプラグPを通じて、チャンネルLch
の信号が入力され、これにより左スピーカSP2から左チャネルの音声が拡声出力される。
【００３７】
　そしてまた、送信部２０から出力された無線周波信号は、ジャックJの電極Tgおよびプ
ラグPを通じて、イヤホンのGNDラインに出力される。これにより、上記無線周波信号は、
イヤホンのGNDラインから空間に放射される。このとき、電極Tgと電極Trの間、および電
極Tgと電極Tlの間には、スピーカSP1、SP2のインピーダンスZｓが存在するが、これに比
して、抵抗値R1、R2が非常に大きいことより、電圧GPIO_Rおよび電圧GPIO_Lは、共にロー
レベルとなる。
【００３８】
　これにより制御部３２は、図７に示した判定テーブルに基づいて、ジャックJに接続さ
れるプラグPは、イヤホンのものであると判定し、イヤホンのアンテナ効率が最も高いこ
とから、送信部２０にレベルLv1を設定する。これに対して送信部２０は、設定されたLv1
の無線周波信号を生成する。なお、レベルの強度は、Lv1、Lv2、LV3、Lv4の順に高い。
【００３９】
　次に、図３に示す小型アンテナAが接続される場合について説明する。ユーザが小型ア
ンテナAのプラグPをジャックJに接続し、図示しないユーザインタフェースを通じて音楽
の再生要求とFM波の送信要求を行うと、制御部３２は、再生部１０に音楽データの復号を
開始するように指示し、そして電極Tlと電極Tpとが導通状態になっていることを検出し、
これにより送信部２０を起動するとともに、抵抗器R1およびR2にVccを与える。これによ
り、再生部１０は、アナログ音声信号の出力を開始し、送信部２０は、無線周波信号の生
成を開始する。
【００４０】
　また、小型アンテナAはスピーカを備えないことより、音声が拡声出力されない。しか
し、送信部２０から出力された無線周波信号が、ジャックJの電極TgおよびプラグPを通じ
て、小型アンテナAのGNDラインに出力される。これにより、上記無線周波信号は、小型ア
ンテナAのGNDラインから空間に放射される。
【００４１】
　このとき、電極Tgと電極Trの間、および電極Tgと電極Tlの間は、接続されていない。こ
のため、イヤホンを接続した場合の電圧（ローレベル）に比して、電圧GPIO_Rおよび電圧
GPIO_Lは、共に高いレベル（ハイレベル）となる。
【００４２】
　このため、制御部３２は、図７に示した判定テーブルに基づいて、ジャックJに接続さ
れるプラグPは、小型アンテナAのものであると判定し、小型アンテナAのアンテナ効率が
最も低いことから、送信部２０にレベルLv4を設定する。これに対して送信部２０は、設
定されたLv4の無線周波信号を生成する。
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【００４３】
　次に、図５に示す小型アンテナBが接続される場合について説明する。ユーザが小型ア
ンテナBのプラグPをジャックJに接続し、図示しないユーザインタフェースを通じて音楽
の再生要求とFM波の送信要求を行うと、制御部３２は、再生部１０に音楽データの復号を
開始するように指示し、そして電極Tlと電極Tpとが導通状態になっていることを検出し、
これにより送信部２０を起動するとともに、抵抗器R1およびR2にVccを与える。これによ
り、再生部１０は、アナログ音声信号の出力を開始し、送信部２０は、無線周波信号の生
成を開始する。
【００４４】
　また、小型アンテナBはスピーカを備えないことより、音声が拡声出力されない。しか
し、送信部２０から出力された無線周波信号が、ジャックJの電極TgおよびプラグPを通じ
て、小型アンテナBのGNDラインに出力される。これにより、上記無線周波信号は、小型ア
ンテナBのGNDラインから空間に放射される。
【００４５】
　このとき、電極Tgと電極Trの間は、インピーダンスRrの抵抗器が介在し、一方、電極Tg
と電極Tlの間は、接続されていない。このため、電圧GPIO_Rは、抵抗値R1がRrに比して非
常に大きいことより、ローレベルとなり、一方、電圧GPIO_Lは、高いレベル（ハイレベル
）となる。
【００４６】
　このため、制御部３２は、図７に示した判定テーブルに基づいて、ジャックJに接続さ
れるプラグPは、小型アンテナBのものであると判定し、小型アンテナBのアンテナ効率は
、小型アンテナAよりも高く小型アンテナCよりは低いことから、送信部２０にレベルLv3
を設定する。これに対して送信部２０は、設定されたLv3の無線周波信号を生成する。
【００４７】
　次に、図６に示す小型アンテナCが接続される場合について説明する。ユーザが小型ア
ンテナCのプラグPをジャックJに接続し、図示しないユーザインタフェースを通じて音楽
の再生要求とFM波の送信要求を行うと、制御部３２は、再生部１０に音楽データの復号を
開始するように指示し、そして電極Tlと電極Tpとが導通状態になっていることを検出し、
これにより送信部２０を起動するとともに、抵抗器R1およびR2にVccを与える。これによ
り、再生部１０は、アナログ音声信号の出力を開始し、送信部２０は、無線周波信号の生
成を開始する。
【００４８】
　また、小型アンテナCはスピーカを備えないことより、音声が拡声出力されない。しか
し、送信部２０から出力された無線周波信号が、ジャックJの電極TgおよびプラグPを通じ
て、小型アンテナCのGNDラインに出力される。これにより、上記無線周波信号は、小型ア
ンテナCのGNDラインから空間に放射される。
【００４９】
　このとき、電極Tgと電極Trの間は、接続されず、一方、電極Tgと電極Tlの間は、インピ
ーダンスRlの抵抗器が介在する。このため、電圧GPIO_Rは、高いレベル（ハイレベル）と
なり、一方、電圧GPIO_Lは、抵抗値R1がRlに比して非常に大きいことより、ローレベルと
なる。
【００５０】
　このため、制御部３２は、図７に示した判定テーブルに基づいて、ジャックJに接続さ
れるプラグPは、小型アンテナCのものであると判定し、小型アンテナCのアンテナ効率は
、小型アンテナBよりも高くイヤホンよりは低いことから、送信部２０にレベルLv2を設定
する。これに対して送信部２０は、設定されたLv2の無線周波信号を生成する。
【００５１】
　次に、図８を参照して、制御部３２による送信電力制御について整理して説明する。図
８は、送信電力制御のフローを示すものであり、アンテナの種別を判定する処理P1と、出
力レベルを決定する処理P2と、送信部２０に送信レベルを設定する処理P3とを備える。
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【００５２】
　ステップ８ａにおいて制御部３２は、電圧GPIO_Rおよび電圧GPIO_Lを測定する。　
　ステップ８ｂにおいて制御部３２は、図７に示した判定テーブルを参照し、電圧GPIO_R
と電圧GPIO_Lのレベルの組み合わせが、小型アンテナAに該当するか否かを判定する。こ
こで、小型アンテナAに該当する場合には、ステップ８ｅに移行し、一方、該当しない場
合には、ステップ８ｃに移行する。
【００５３】
　ステップ８ｃにおいて制御部３２は、図７に示した判定テーブルを参照し、電圧GPIO_R
と電圧GPIO_Lのレベルの組み合わせが、小型アンテナBに該当するか否かを判定する。こ
こで、小型アンテナBに該当する場合には、ステップ８ｆに移行し、一方、該当しない場
合には、ステップ８ｄに移行する。
【００５４】
　ステップ８ｄにおいて制御部３２は、図７に示した判定テーブルを参照し、電圧GPIO_R
と電圧GPIO_Lのレベルの組み合わせが、小型アンテナCに該当するか否かを判定する。こ
こで、小型アンテナCに該当する場合には、ステップ８ｇに移行し、一方、該当しない場
合には、ステップ８ｈに移行する。
【００５５】
　ステップ８ｅにおいて制御部３２は、送信部２０にレベルLv4を設定することを決定し
、ステップ８ｉに移行する。　
　ステップ８ｆにおいて制御部３２は、送信部２０にレベルLv3を設定することを決定し
、ステップ８ｉに移行する。
【００５６】
　ステップ８ｇにおいて制御部３２は、送信部２０にレベルLv2を設定することを決定し
、ステップ８ｉに移行する。　
　ステップ８ｈにおいて制御部３２は、送信部２０にレベルLv1を設定することを決定し
、ステップ８ｉに移行する。
【００５７】
　ステップ８ｉにおいて制御部３２は、ステップ８ｅ乃至８ｈのいずれかで決定した送信
レベルを送信部２０に設定し、当該処理を終了する。これにより、送信部２０は、設定さ
れた送信レベルの無線周波信号を生成する。
【００５８】
　以上のように、上記構成の送信装置では、ジャックJに接続されるプラグPがイヤホンの
ものであるか、いずれの小型アンテナであるかを判定し、送信部２０が生成する無線周波
信号のレベルを制御する。すなわち、ジャックJに接続されるアンテナの効率に応じて、
送信電力を制御するようにしている。
【００５９】
　したがって、上記構成の送信装置によれば、ユーザはFM波による送信を行いたい場合に
、任意の形状のアンテナを接続すれば、そのアンテナに見合った送信電力で送信が行われ
るので、ユーザに特別な知識が無くても、法令を遵守し、簡単な操作で手軽に高品位な送
信を行うことができる。
【００６０】
　また、上記実施の形態では、イヤホンジャックJにプラグPが接続された場合に限って、
制御部３１が送信部２０を起動するとともに、抵抗器R1およびR2にVccを与えるようにし
ているので、無駄に無線周波信号が生成されたり、Vcc出力が無駄になることを防止でき
る。
【００６１】
　なお、この発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその
要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また上記実施形態に開示され
ている複数の構成要素を適宜組み合わせることによって種々の発明を形成できる。また例
えば、実施形態に示される全構成要素からいくつかの構成要素を削除した構成も考えられ
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【００６２】
　その一例として例えば、上記第２の実施形態では、電圧GPIO_Rおよび電圧GPIO_Lに基づ
いて、アンテナの種別を判定するようにしたが、これに代わって例えば、アンテナ毎に設
けた抵抗値を送信装置の制御部３２が測定して、この測定結果からアンテナの種別を判定
するようにしてもよい。　
　その他、この発明の要旨を逸脱しない範囲で種々の変形を施しても同様に実施可能であ
ることはいうまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】この発明に係わる送信装置の第１の実施の形態の構成を示す回路ブロック図。
【図２】この発明に係わる送信装置に接続されるイヤホンの構成を示す回路ブロック図。
【図３】この発明に係わる送信装置に接続される小型アンテナの構成を示す回路ブロック
図。
【図４】この発明に係わる送信装置の第２の実施の形態の構成を示す回路ブロック図。
【図５】この発明に係わる送信装置に接続される小型アンテナの構成を示す回路ブロック
図。
【図６】この発明に係わる送信装置に接続される小型アンテナの構成を示す回路ブロック
図。
【図７】図４に示した送信装置の制御部が記憶する判定テーブルの一例を示す図。
【図８】図４に示した送信装置の制御部の制御を説明するためのフローチャート。
【符号の説明】
【００６４】
　１０…再生部、２０…送信部、３１…制御部、３２…制御部、C1…コンデンサ、C2…コ
ンデンサ、L1…インダクタンス、P…プラグ、SP1…右スピーカ、SP2…左スピーカ。
【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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